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特
産
品
の

お
昧
は
い
か
が
で
す
か

～
秋
の
お
祭
り
広
場
開
催
～

　
1
1
月
14
日
㈲
、
清
津
峡
小
学
校
体
育
館
で
秋
の
お
祭
り
広

場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
特
産
品
試
食
会
、
郷
土

料
理
昼
食
会
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
民
謡

ロ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
ス
テ
キ
な
商
晶
が
当
た
る
大
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
産
品
試
食
会
は
7
月
に
行
わ
れ
た
「
緑
の
郷
再
発
見
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
の
特
産
品
開
発
部
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と

に
、
新
潟
県
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
作
っ
た
も
の
で
、

里
芋
、
山
う
ど
、
レ
ン
コ
ン
、
し
め
じ
、
人
参
、
ま
い
た
け
、

ゴ
ボ
ウ
、
ぜ
ん
ま
い
な
ど
8
種
類
の
山
菜
ス
ナ
ッ
ク
、
人
参

ケ
ー
キ
、
こ
し
ひ
か
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ゼ
リ
ー
・
し
ん
こ

餅
、
人
参
入
り
こ
し
ひ
か
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
一
つ
一
つ
味
わ
い
な
が

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
試
食
さ
れ
た
特
産

品
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
も
と
に
さ
ら
に
改
良
を
重

ね
て
製
品
化
し
て
行
く
そ
う
で
す
。



　　　中里村職員給与をお知らせします
中里村職員の給与等を村民の皆さんに知っていただくために、その内容について公表します。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳人口

　（年度末）

歳　出　額

　　（A）
実質収支

人　件　費

　　（B）

人件費率
（B／A）

10年度
11．3．31

　　6，568人
　　　千円
5，083，376

　千円
67，887

　　千円

944，667 18．6％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分
給　　　与　　　費 一人当たり給与費

給　　料 ．職員手当 期末・勤勉手当 計　B （B／A）

11年度 人
94
　　千円

381，182

　　千円

57，751

　　千円

186，257

　　千円

625，190

　千円

6，651

（注）職員数及び給与費は当初予算に計上された額で、教育長を含みます。

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（11年4月1日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

中里村 330，979円 43．6歳 289，927円 53．3歳

新潟県 362，018円 41．6歳 337，559円 44．9歳

㈲　職員の初任給の状況（11年4月1日現在）

区　　　分

中　　里　　村 国

決．定初任給
採用2年経過日
給　　料　　額

初　　任　　給
採用2年経過日
給　　料　　額．

一般行政職
大学卒 174，200円 188，500円 174，200円 188，500円

高校卒 141　，700円 151，600円 141，700円 151，600円

技能労務職 高校卒 138，300円 147，900円 138，300円 147，900円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（11年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 241，900円 309，200円 363，300円

高校卒 205，100円 255，100円 309，200円

技能労務職， 高校卒 該当者はいません

（注）経験年数とは、卒業

　後直ちに採用ざれ引き

　続き勤務している場合

　は、採用後の年数をい

　うものです。

（6）一般行政職の級別職員数の状況（11年4月1日現在）

区　　　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級 8　級 計

標準的な職務内容 主事補 主　事 主　事 主　任
係　長

主査
課長補佐

副参事
課　長 課　長

職　　員　　数 3人 7人 10人 12人 30人 9人 7人 2人 80人

構　　　成　　　比 3．8％ 8．8％ 12．5％ 15．0％ 37．5％ 11．3％ 8．8％ 2．5％ 100％

参
考

1年前の構成比 2．3％ 7．0％ 17．4％ 15．1％ 34．9％ 11．6％ 8．1％ 3．5％ 100％

5年前の構成比 5．8％ 14．9％ 9．2％ 34．5％ 21．8％ 5．8％ 8．0％
｝ 100％

（注）1

　　2

中里村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です．

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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（7）職員手当の状涜

区　　分 中　　里　　村 国

期末手当

勤勉手当

（10年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　6　月　期　　　　1．6　月分　　　0．6　月分

　12　月　期　　　　1．9　月分　　　0．6　月分

　3　月　期　　　　0．55月分　　　　一月分
　　計　　　　　　4．05月分　　　1．2　月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（10年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　6・月　期　　　　　1．6　月分　　　　0．6　月分

　12　月　期　　　　1．9　月分　　　0．6　月分

　3　月　期　　　　　0．55月分　　　　　一月分

　　計　　　　　　　4．05月分　　　　1．2　月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

　（支給率）　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤　続　20年　　　21．0　月分　　　28．875月分

勤　続　25年　　　33．75月分　　　44．55月分
勤　続　35　年　　　47．5　月分　　　62．7　月分

最高限度額　　　60．0　月分　　　62．7　月分
その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置　2％～20％加算

退職時特別昇給　　　　1～2号

　（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤　続　20　年　　　21．0　月分　　　28．875月分

勤　続　25　年　　　33．75月分　　　44．55月分

勤　続　35　年　　　47．5　月分　　　62．7　月分

最高限度額　　　60．0　月分　　　62．7　月分
その他の加算措置　　定年前早期退職特別措置　2％～20％加算

退職時特別昇給　　　20年以上　　　1号

時間外勤務手当（10年度）
支　給　総　額 職員1人当たり支給年額

14，118千円 121千円
（11年4月1日現在）

区分 内　　　　容 国の制度との異同 国の制度の内容

扶
養
手
当

配偶者　16，000円

配偶者以外2人まで　5，500円

　但し、配偶者のいない職員の場合　1人は11，000円
　　　　配偶者が扶養親族でない職員の場合　1人は6，500円

その他の扶養親族1人につき2，000円

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は5，000円加算

同 同　　　左

住
居
手
当

〈借家＞月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対しその

　　　家賃額に応じ最高27，000円（家賃額55，000円）まで支給

〈持家〉1，000円

　　　　　但し、新築・購入した場合5年間は2，500円

同 同　　　左

通
勤
手
当

片道2km以上の職員に支給

〈交通機関利用者〉定期券の価格

〈交通用具使用者〉往復1kmにつき750円／月

異

片道2km以上の職員に支給

く交通機関利用者＞運賃等相当額

〈交通用具使用者＞2，000円（片道5km未満）

　　　～最高20，900円（40km以上）まで支給

（9）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在〉

区分 職 員　数 対前年

部門 平成10年 平成11年 増減数
主な増減理由

ヨ芭　　ム
両我　　ム 2 2 ’　0
総　務 25 21 一4 欠員不補充による減員

＿＿－一

税　務 6 5 一1 事務の合理化
労　働 0 0 0

般 農　水 10 10 0
行
商　工 2 2 0
土　木 7 6 一1 道路改良事業の縮小

政 民　生 28 26 一2 事務の合理化

衛　生 10 8 一2 事務の合理化
小　計 90 80 一10

教　育 15 14 一1 欠員不補充による減員
特
別
警　察 0 0 0

行 消　防 0 0 0
政
小　計 15 14 一1

病　院 4 4 0
公 水　道 2 2 0
営 交　通 0 0 0．
企
業
下水道 4 4 0

等 その他 3 3 0
小　計 13 13 0

△
口 計 118 107 一11

（8）特別職の報酬等の状況（11年4月1日現在）

区 分 給　料　月　額　等

村　　長 742，000円
給　　料 助　　役 577，000円
収入役 548，000円
壬董　　　　　匙
ゴ
両
我
　
　
　
コ 丈 250，000円

報　　酬 副議長
常任委員長

195，000円
183，000円

壬並　　　　　口
両我　　　貝 177，000円

（10年度支給割合）

村　　長 6∫1其月　　　　　　　　1．6　　月ラテ

助　　役 12月期　　　　1．9　月分

収入役 3月期　　　　0．55月分
計　　　　　4．05月分

期末手｝当

議　　長

副議長
常任委員長

ヨ艶　　　　　に■
両我　　　貝

（10年度支給割合）

6月期　　　　1．6　月分

12月期　　　　1．9　月分

3月期　　　　0．55月分
　計　　　　　4．05月分

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

　　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
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「
緑
の
ス
テ
播
ジ
」

　
　
　
　
　
パ
ー
ト
四
開
催

～
美
し
い
冬
を
感
じ
よ
う
～

◆
期
日

　
平
成
1
2
年
1
月
1
5
日
出

　
　
　
　
　
～
1
6
日
⑭
　
1
泊
2
日

◆
会
場

　
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
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及
び

佐
潟
周
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◆
参
加
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ま
す
。
安
全
運
転
の
「
あ
か
し
」
と
し
て
、
是
非
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
回
か
ら
表
彰
年
や
条
件
が
変
わ
り
ま
す
。
次
の
項
目
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
各
地
区
の
支

　
部
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
支
部
長
宅
ま
た
は
交
通
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◆
締
切
12
月
2
4
日
㈹

《
共
通
条
件
》

○
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

○
申
請
す
る
「
表
彰
年
数
」
以
上
の
運
転
経
験
が
あ
り
、
当
該
年
数
の
間
、
継
続
し
て
事
故
・

　
違
反
が
な
い
こ
と
。

《
今
回
か
ら
新
し
く
な
っ
た
表
彰
規
程
》

☆
5
年
、
1
5
年
、
2
5
年
を
廃
止
し
、
地
区
表
彰
は
1
0
年
、
県
表
彰
は
2
0
年
、
3
0
年
、
4
0
年
、
5
0

　
年
と
1
0
年
刻
み
に
な
り
ま
し
た
。

☆
過
去
に
表
彰
を
受
け
て
あ
れ
ば
、
段
階
は
踏
ま
な
く
て
も
上
位
の
表
彰
を
申
請
で
き
ま
す
。

☆
過
去
一
度
も
申
請
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
も
、
い
き
な
り
「
2
0
年
表
彰
」
と
「
3
0
年
表
彰
」

　
に
限
り
申
請
で
き
ま
す
。
（
「
飛
び
付
け
表
彰
」
と
い
い
ま
す
。
）
た
だ
し
、
「
無
事
故
・
無
違

　
反
証
明
書
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
期
間
の
計
算
》

☆
平
成
1
1
年
1
2
月
31
日
現
在
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
免
許
の
更
新
を
忘
れ
、
再
取
得
さ
れ
た
方
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
必
ず
添
付
し
、
失
効

　
に
よ
り
中
断
し
た
期
間
を
差
し
引
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
免
許
停
止
な
ど
行
政
処
分
を
受
け
た
方
は
、
処
分
が
終
了
し
た
翌
日
が
起
算
日
と
な
り
ま
す
。

※
無
事
故
無
違
反
証
明
書
・
運
転
記
録
証
明
書
の
申
請
書
は
、
交
通
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

《
申
請
書
提
出
先
の
支
部
長
》
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O
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ま
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止
定

2000年1ヲ
「臨まプ　旨』力禮
■

h まプ ■
■

　「成人の日」を1月、「体育の日」を10月の各々第2月曜日とす

る改正祝日法が、2000（平成12）年1月から施行されます。

　毎年決まった時期に連休になることから、主に次のような効果

が期待できます。

◆ゆとりある生活スタイルの実現

◆ボランティア活動などの余暇活動の充実◆ボランティア活動などの余暇活動の充実

◆地域の活性化および経済波及効果　など。

　　，，，，，　　　　　　　　　　　　連休を利用した旅行の増加な
　　亀　亀1・
　　　　　　　　ヒ　．．　　　どから、今後10年間の経済効果
　　　　　　　　　　　レ　　　＾ρ　　　　　　　　　　予測は、平均で約5，200億円と試
　　　　ののり
　　　、》　　1；：．　　　　　算されています（（財余暇開発セ

ンター調査）。
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第
6
回
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大
学
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◆
日
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　1
師マ容所 時

1
2
月
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日
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午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

所
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

容　
　
家
庭
教
育
「
子
供
は
未
来
の
担
い
手
」

　
　
東
洋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
忠
男
　
様

4



12

月
の
定
例
社
会

　
　
　
保
険
相
談
所
開
設

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
地

域
の
皆
様
か
ら
年
金
や
健
康
保
険
に

つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
「
定
例
社
会
保
険
相
談
所
」

を
毎
月
第
2
、
第
4
木
曜
日
に
下
記

会
場
に
お
い
て
開
設
し
て
お
り
ま
す

が
、
1
2
月
に
つ
い
て
は
、
祝
日
の
関

係
に
よ
り
9
日
困
と
2
4
日
樹
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
、
相
談

員
が
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

◆
会
場

　
十
日
町
市
本
町
6
丁
目
　
十
日
町

　
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
i

　
「
ク
ロ
ス
ー
0
」
4
階
第
4
会
議
室

◆
時
間

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

平
成
⑫
年
度

　
　
　
入
学
生
募
集

～
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ

　
　
　
　
　
メ
ン
ト
科
開
設
～

　
新
潟
ザ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大

学
校
で
は
平
成
1
2
年
度
の
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
産
能
短
期
大
学
能
率
科
通
信
教
育

部
と
の
併
修
に
よ
り
準
学
士
取
得
可

能
（
学
費
別
途
必
要
）

○
推
薦
入
学

◆
締
切
　
平
成
1
2
年
2
月
2
5
日
樹

◆
選
考
方
法
　
書
類
選
考
と
面
接

○
受
験
入
学

◆
締
切
　
平
成
1
2
年
3
月
2
2
日
困

◆
選
考
方
法
　
小
論
文
と
面
接

※
出
願
手
続
き
後
、
順
次
選
考

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
ザ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大

　
学
校

　
E
O
2
5
7
－
7
0
1
2
3
4
0

放
送
大
学
学
生
募
集

～
平
成
⑫
年
度
第
1
学
期
5

　
　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
授
業
を
行
な
う
新
し
い

タ
イ
プ
の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

昨
年
1
月
か
ら
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク

T
V
！
（
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
で

全
国
放
送
を
開
始
し
た
の
で
、
自
宅

で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　
学
び
た
い
！
そ
れ
が
入
学
資
格
で

す
。
あ
な
た
も
学
生
に
な
っ
て
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
学
生
・
学
費

・
全
科
履
修
生

　
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

　
　
　
入
学
料
　
1
8
、
0
0
0
円

・
選
科
履
修
生

　
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　
　
　
入
学
料
　
　
6
、
O
O
O
円

・
科
目
履
修
生

　　　　　～☆みんなできてね！☆～

fドーム中里き☆ら○ら」12月のこ案内
　早くも冬至の月を迎えました。今の時期は1年でもっとも

夜の長い季節です。夜の冷え込みも厳しくなっていますので、

防寒に気をつけて星空を観望してみましょう。

　しし座流星群は終わりましたが、12月14日にはふたご座流

星群が見られます。月明かりも邪魔にならず好条件です。

　12月の「ドーム中里き☆ら・ら」では、12月中旬の星空と、’

特集「20世紀宇宙開発の歩み」をお送りします。

　皆さんのご来場を、お待ちしています。

☆定期投影12月5日・12日・19日・26日
　　　　　　午前11時～11時40分

☆会　　場ユーモール　2階

☆入場料中学生以下100円・一般200円
☆ミュージック・プラネタリウム

　　　　　　12月18日（土）午後4時～　松任谷由実特集

※「ドーム中里き☆ら○ら」では1年間に12回投影を見た小

　学生以下の子供たちを、“ちびっこ天文博十”として認定し

　ています。

☆連　絡　先　中里村教育委員会　漕63－4478

　　　　　　ユーモール盈63－2414（土・口曜・祝口）

　
（
1
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

　
　
　
入
学
料
　
　
4
、
O
O
O
円

◎
授
業
料
　
1
科
目
（
2
単
位
）

　
　
9
、
O
O
O
円
（
教
材
費
込
み
）

◆
多
様
な
科
目

　
外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
、

健
康
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
約
3

0
0
科
目
で
構
成
。

◆
出
願
受
付
期
間

　
η
月
1
5
日
困
～
2
月
1
5
日
ω
り

◆
問
合
せ
・
資
料
請
求
（
無
料
）

　
〒
9
5
1
－
8
1
2
2
　
新
潟
市

　
旭
町
通
2
番
町
7
4
6
番
地

　
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　
E
O
2
5
1
2
2
8
1
2
6
5
1

O
口
口
O
ロ
ロ
O
口
口
○
目
日
○
日
口
○
日
口
O
ロ
ロ
O
日
□
O
□
臼
○
口
口
○
日
口
○
口
日
O
ロ
ロ
○
日
口
0

ロロ○ロロO［コロ○ロロOロロOロロO口口○口口OO【コOロロOロロOロロO口【コ○ロロOロロOロロ○口口O口口○【コロOロロ○ロロ○ロロOロロ

　　12月1日から7日までは

　　r醐1　詔尚」です
　気温が低く降雪が続く時期や融雪期には、雪

崩が多く発生します。

　雪崩の兆候や危険な場所を見つけたら、すぐ

避難して、役場または最寄りの土木事務所へ連

絡してください。

ロロO□口○口□○口□0〔コロ○〔⊃⊂｝○ロロ○ロロ○口口○口口Oロロ0口□Oロロ○ロロO口口O⊂〕口○⊂コロ○口口OロロO口□○□□O□口○口口

○
ロ
ロ
O
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
口
日
0
0
0
0
口
日
○
口
〔
U
O
日
口
○
口
口
○
ロ
ロ
O
口
日
○
口
臼
○
日
口
○
ロ
ロ
O

12月の保健だより
◆3才児健診

実施期日 会　　　場 受付時間 対　　象　　者

12月2日休） 保健センター 13：00～13：30 H8．8月～H8．11月生

◆遊びの教室

実施期日 会　　　場 受付時間 対　　象　　者　　、

12月21日（火》 総合センター 9：30～10：00 保育園入園前の乳幼児及びその保育者

◆乳幼児身体測定・健康相談

実施期日 ’　会　　　場 時　　　間 対　　象　　者

12月7日（幻 保健センター 9：30～11：00 保育園入園前の乳幼児

平成1／年／1月25日広報なかさとお知らせ版5



　12月1日～12月20日
暮らしのカレンダー

1㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場　013二45～14二〇〇

2㈱ 3歳児健診　合保健センター　（⊃13：00～13二30

3囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスセンター
（！）13：30～16：00

第6回なかさとトキメキ大学　合総合センター　019：30～2！：30

4佳）

5
（日）

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール　011二〇〇～11二40

6（月）

7㈹ 乳幼児身体測定・健康相談　合保健センター　09二30～11二〇〇

8㈱

9㈱

10囲 心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービスセンター

013：30～16：00

11仕）

1
2（日）

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール　01！：00～1！二40

13（月） 交通事故移動相談　合十日町市役所　010二〇〇～14：00

補聴器相談（キコエ）　合役場　015二30～16二〇〇

14㈹

15㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場　013：45～14二〇〇

16㈱

17囲 心配ごと相談（樋口虎治郎）合ディサービスセンター

013二30～16：00

18佳） ミュ＿ジックプラネ『合ユ＿モ＿ノレ016：00～

1
9（日）

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール　011二〇〇～11：40

20（月）

憲

※変更する場合がありまず。ご罵の際は確認をお願いしまず。

観

⑭長山医院謙噺

㊨田中外科医暗講

⑳第二藤鞍智灘

⑳津南病院謙審

⑯大熊内科医曙講

◆日時12月7日（火）午後1時～4時

◆場所　十日町合同庁舎（国）1階会議室

（十日町シルクモール隣、法務局・十日町

税務署合同庁舎）

本年は、世界人権宣言採択51周年にあた

り、次の事項を強調事項とし「第51回人権

週間」を実施します。

お互いの人権を守りましょう！

◆「考えよう　あなたの人権　わたしの人

権ひろげよう心と心のネットワーク」

◆女性の地位を高めよう

◆子どもの人権を守ろう

◆高齢者を大切にする心を育てよう

◆障害のある人の完全参加と平等を実現し

よう

◆部落差別をなくそう

◆アイヌの人々に対する理解を深めよう

◆国際化時代にふさわしい人権意識を育て

よう

◆H　I　V感染者等に対する偏見をなくそう

◆刑を終えて出所した人に対する偏見をな

くそう

　　　　新潟地方法務局十日町支局
　　　　十日町人権擁護委員協議会
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／
創
～
”
／
3
0
は
最

低
賃
金
周
知
旬
間
で
す

　
労
働
省
で
は
、
”
月
2
1
日
か
ら
1
1

月
30
日
ま
で
最
低
賃
金
の
周
知
及
び

履
行
確
保
を
目
的
に
最
低
賃
金
周
知

旬
間
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
知
つ
て
い
る
？

　
　
　
つ
も
り
じ
ゃ
だ
め
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

レ

一
新
潟
県
最
低
賃
金
（
9
月
3
0
日
か
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

マ

一
◆
日
額
　

5
、
0
4
9
円
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

一
◆
1
時
間
（
時
間
給
の
場
合
）
　
一

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

一
　
　
　
　
　
　
　
6
3
2
円
一

V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事

業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
そ
の

事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

働
く
あ
な
た
に
確
か
な

支
え
労
働
保
険

　
労
働
者
を
「
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◆
詳
し
く
は
、
新
潟
労
働
基
準
局
労

災
補
償
課
（
盈
0
2
5
－
2
6
6
－

4
1
6
1
）
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
。
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